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修士論文要旨
力学領域における学習者の誤ルールの修正に関する研究
Astudyonthestrategyofmodifyinglearners’mis・rulesonthe丘eldofmechanics
大道　一弘（Kazuhiro Ohmichi）　　　指導：野鴫　栄一郎
本論文の目的
本論文では，力学における力の見つけ方を対象とし，学
習者が物体に働いている力を正確に把握できるようになる
ための有効な教授法を探ることを目的とした．そのため，
学習者側の要因，教授者側の要因を検討した上で，教授介
入実験を行った．
学習者の既有知識の調査
この研究では，学習者の持ち込む既有知識に着目して，
その実態の把糧を試みた．関東地方の大学生・大学院生50
人を対象とした調査から，ほとんど全ての学習者において
先行研究（Clement，1982；高垣，2004）で指摘されてい
た，物体の働いている方向に力が働いているという誤ルー
ル（MIP）が見られた．また，半数強の学習者が速度0な
らば力は働いていない，もしくは力がつり合っていると考
えていることが明らかとなった．さらに，実際に働いてい
る重力や抗力といった物理学的な力を見落としてしまう誤
りも多くの学習者において見られることが明らかになった．
誤ルールへの教授介入
【目的】教材の有効性の確認および，教材間における効果
の差の検討．
【方法】垂加畳：実験には，既有知識の調査に参加した大
学生・大学院生が続けて参加した．参加者は3群のいずれ
かにランダムに割り当てられた．そのうち，44人が分析対
象となった．
埋王：教材文，事後テスト（確認・発展テスト），質問調査
項目，類似度評定課題で構成された．
塾巫：加速度の向きと力の向きとが一致するというルール
を，誤ルールに対時する科学的ルールとして教授する「加
速度教材」，この教材に接触力／遠隔力に関連したルールを
付加する「接触付加教材」，接触力／遠隔力に関連したルー
ルを誤ルールに対時する科学的ルールとして教授する「接
触対峠教材」の3種類であった．いずれの教材も，まず誤ル
ールを意識化させ，次いで既有の正しいルール・知識をも
とにその適用範囲を広げていこうとする融合法（進藤ら
2006a，b）の配列に倣った．
【結果と考察】既有知識調査の得点と比較した事後テスト
（確認テスト，調査と同一の問題）の得点の伸びについて
分散分析を行った結果，群の効果が有意傾向であった
（F（2，41）＝2．56，p＜．10）．LSI）法による多重比較を行った
ところ，接触対峠群の得点増加が，加速度群の得点増加に
比べて有意に高かった（MSe＝0．66，p＜．05）．このことか
ら，接触対峠教材は加速度教材よりも内容を把握しやすい
可能性が示唆された．
事後テストにおいて，力を見つける上で接触に基づくル
ールを利用していた人数についてズ2検定を行った結果，
人数の偏りは有意であった（ズ2（2）＝9・309，p＜・01）・残差
分析を行ったところ，加速度群において接触に関するル「
ルの意図的使用ありの残差がマイナスに有意であり，接触
対暗群において接触に関するルールの意図的使用ありの残
差がプラスに有意であった．
また，同じ大きさの6つの種々の力（重力，磁気力，抗
力，張力，弾性力）の類似度を評定させる課題において，
接触に基づくルールを意識しながら分類を行っていた学習
者の人数についても検討を行った．加速度群には意識的に
ルールを適用した学習者が見られなかったため，接触付加
群と接触対時群で人数の差を検討した．直接確率計算法の
結果，p＝0．046（両側検定）であり，接触付加群の人数が
有意に多かった．
以上から，接触に関するルールを教授することによって，
事後テストや類似度評定においてルールの使用が促進され
ることが示唆された．このうち，事後テスト（力を見つけ
る課題）では相対的に接触対時群で使用した人数が多く，
類似度評定では相対的に接触付加群で使用した人数が多か
った．これは，接触対時教材では接触についてのルールを
主として力を見つける文脈で，接触付加教材では後半にお
いて付加的に用いたことと関連していると考えられた．
接触に基づくルールを教授することは，教授しない場合
に比べ，いくらかの効果があることが示唆された．しかし
その一方で，事後テスト（発展テスト）や質問調査項目の
多くにおいては，分散分析の結果，群の効果が見られなか
った．したがって，本研究で扱った内容を教授することの
効果は限定的なものであることにも留意する必要があるだ
ろう．
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